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に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
そ
こ
で
平
成28

年
度

は
、
リ
ス
ク
を
超
え
て
挑
戦
す
る
企

業
経
営
、
地
域
経
営
に
つ
い
て
研
究

し
た
。

▽
Ａ
Ｉ
の
進
化
と
限
界
、
活
用

　

６
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
産

業
の
新
潮
流
に
挑
む
企
業
経
営
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な

ど
の
産
業
の
新
潮
流
の
本
質
を
見
極

め
る
と
共
に
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
か
を
検
討
し
、

リ
ス
ク
を
超
え
て
挑
戦
す
る
企
業
経

営
の
在
り
方
を
議
論
し
た
。

　

ま
ず
、
基
調
講
演
で
は
、
東
京
大

学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
の
喜
連
川

優
氏
が
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
は
、
チ
ェ
ス
、

将
棋
、
碁
の
プ
ロ
と
の
対
戦
で
勝
利

を
重
ね
た
こ
と
で
大
き
な
話
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な

ク
ロ
ー
ズ
ド
の
世
界
で
は
力
を
発
揮

す
る
が
、
答
え
が
な
い
よ
う
な
難
し

い
問
題
を
解
く
分
野
で
は
、
ま
だ
ま

だ
限
界
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、
Ａ
Ｉ
は
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
深
層
学
習
）
が
開
発
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
自
己
学
習
能
力
が
向

能
）、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
（Fintech

）
な
ど
新
し
い
産
業
用

語（
人
工
知
能
は
過
去
に
２
回
の
ブ
ー

ム
が
あ
っ
た
の
で
新
し
く
は
な
い
が
）

が
、
一
般
紙
の
新
聞
や
雑
誌
に
も
飛

び
交
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
産
業
の
新

潮
流
が
押
し
寄
せ
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
、
我
が
国
で
は
、
地
域
の
人

口
減
少
問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

政
府
の
地
方
創
生
政
策
に
よ
り
、
各

自
治
体
は
地
方
版
の
総
合
戦
略
を
策

定
し
て
国
の
交
付
金
を
得
な
が
ら
地

方
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
域

経
済
を
担
う
企
業
に
と
っ
て
も
、
地

域
社
会
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
10

～
15
年
の
対
応
如
何
に
よ
っ
て
、
地

域
は
衰
退
か
、
発
展
の
「
分
水
嶺
」

押
し
寄
せ
る
産
業
の
新
潮
流

　

現
在
、
世
界
の
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス

で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４・
０
（
第

４
次
産
業
革
命
、
ド
イ
ツ
が
命
名
）

と
い
う
大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
起
き
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of Things:

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
Ａ
Ｉ

（Artificial Intelligence:

人
工
知

　
　
　
　
　
静
岡
県
中
部
未
来
懇
話
会
前
研
究
部
会
長

西
野
　
勝
明
・
静
岡
県
立
大
特
任
教
授

上
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る

膨
大
な
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
最
適
な

解
を
見
出
す
よ
う
な
知
の
整
理
の
機

能
、
例
え
ば
、
医
療
の
診
断
記
録
や

論
文
の
膨
大
な
情
報
を
も
と
に
し
た

患
者
の
診
断
や
、
米
国
で
再
犯
率
を

30
％
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
犯
罪

者
審
査
と
い
っ
た
分
野
に
、
Ａ
Ｉ
の

活
用
が
有
効
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

対
象
者
の
資
質
や
過
去
の
行
動
な
ど

を
人
間
よ
り
正
確
に
、
冷
静
に
分
析

す
る
機
能
を
「
補
助
的
」
に
活
用
す

る
の
に
適
し
、
金
融
機
関
の
与
信
審

査
に
も
使
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と

述
べ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用
な

ど
が
検
討
さ
れ
た
。
ナ
ル
テ
ッ
ク
の

田
島
豊
久
氏
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ピ
ー

機
で
は
ト
ナ
ー
や
紙
切
れ
は
ネ
ッ
ト

か
ら
業
者
に
伝
わ
り
、
使
用
者
に
供

給
さ
れ
る
よ
う
に
機
器
と
サ
ー
ビ
ス

が
時
間
的
に
も
一
体
化
さ
れ
て
お
り
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
一
体
と
な
っ
た

Ｈ
Ｅ
М
Ｓ
（
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

マ
ネ
ジ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
）
の
商
品

開
発
・
販
売
を
始
め
て
い
る
が
、
中

地
域
の
分
水
嶺

　
～
リ
ス
ク
を
超
え
て
挑
戦
す
る
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を
、
人
工
知
能
な
ど
を
使
っ
て
分
析

し
、最
も
効
率
的
な「
ス
マ
ー
ト
工
場
」

を
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
ろ
う
と

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
サ
ー
ビ
ス
と

モ
ノ
が
一
体
と
な
っ
た
商
品
（
コ
ト

と
い
う
言
い
方
も
す
る
）
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
顧
客
１
人
１
人

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
に
す
る

マ
ス
・
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

コ
マ
ツ
な
ど
が
建
設
機
械
を
対
象
に

既
に
実
行
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
と
似

て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
は
、
個
別
企
業

や
系
列
内
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
も
の
で

は
な
く
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
イ
ン
全
体

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
デ
ー

タ
を
収
集
・
解
析
し
、
最
適
な
モ
ノ

と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成
に
動
い
て

い
る
。

　
米
国
は
Ｃ
Ｐ
Ｓ
（
サ
イ
バ
ー・フ
ィ

ジ
カ
ル・シ
ス
テ
ム
）
と
い
う
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
を
目
指
し
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
と
呼
ぶ
代
わ
り
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
（
産
業
の
）・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
称
し
て
い
る
。
そ
れ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

産
業
と
の
融
合
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

■特集／地域の分水嶺～リスクを超えて挑戦する

小
企
業
の
場
合
、
ソ
フ
ト
だ
け
を
欲

し
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド
を
使
っ
て
い

た
だ
け
な
い
、
と
述
べ
た
。

　

協
立
電
機
の
齋
藤
彰
利
氏
は
、
工

場
の
自
動
化
の
中
で
、
従
来
よ
り
Ｉ

ｏ
Ｔ
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
考
え
て

い
る
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
顧

客
か
ら
は
今
ま
で
と
全
く
違
う
発
想

に
よ
る
工
場
を
建
て
た
い
と
の
要
請

が
増
え
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
顧
客
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に
よ
り

24
時
間
稼
働
の
無
人
化
工
場
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
、
と
述
べ
た
。

　

エ
ム
ス
ク
エ
ア
・
ラ
ボ
の
加
藤
百

合
子
氏
は
、
農
業
の
オ
ー
プ
ン
化
に

努
め
、
農
業
×
ロ
ボ
ッ
ト
、
農
業
×

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
農
作
業
の
無
人
化

が
で
き
な
い
か
研
究
し
て
い
る
、
農

業
界
で
は
最
先
端
の
技
術
が
浸
透
し

に
く
い
が
、
物
流
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の

分
野
で
は
か
な
り
活
か
せ
る
も
の
と

思
う
、
と
述
べ
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
製
造
業
に
お
い

て
、
モ
ノ
（
製
品
）
に
取
り
付
け
ら

れ
た
セ
ン
サ
ー
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
集
ま
る
膨
大
な
デ
ー
タ

と
そ
の
解
析
に
よ
り
ヒ
ト
（
顧
客
）

に
価
値
を
提
供
す
る
オ
ー
プ
ン
で
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を

目
指
し
て
い
る
。
米
国
が
強
い
競
争

力
を
持
つ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
梃
に
、

流
通
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
も
対

象
を
広
げ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
示

さ
れ
た
よ
う
に
、
元
々
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

原
型
の
シ
ス
テ
ム
は
個
々
の
企
業
で

実
施
さ
れ
て
き
た
し
、
Ａ
Ｉ
も
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
と
も
な
っ
て

き
た
我
が
国
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
縁
遠

い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
個
々

の
企
業
を
超
え
て
産
業
や
地
域
全
体

の
最
適
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
を
組
む

発
想
が
希
薄
だ
っ
た
こ
と
は
否
め
な

い
。

▽
企
業
の
競
争
に
大
き
な
変
化
も

　

こ
れ
ら
産
業
の
新
潮
流
は
、
企
業

の
競
争
環
境
を
根
底
か
ら
変
え
る
可

能
性
が
あ
る
。
１
つ
は
グ
ー
グ
ル
や

ア
マ
ゾ
ン
と
い
っ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
企
業
と
、

サ
イ
バ
ー
空
間
を
通
じ
て
産
業
間
の

垣
根
を
超
え
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

作
り
出
す
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
と

呼
ば
れ
る
企
業
（
シ
ー
メ
ン
ス
、
Ｇ

Ｅ
な
ど
）
の
優
位
性
が
高
ま
る
か
ら

で
あ
る
。

　

産
業
の
新
潮
流
に
は
大
き
な
課
題

も
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
ら

ゆ
る
も
の
が
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
で

は
、
も
し
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
破
ら
れ

た
場
合
の
被
害
・
影
響
は
甚
大
な
も

の
に
な
る
。
ま
た
、
今
後
の
雇
用
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
野
村
総
合
研

究
所
と
米
国
の
研
究
者
と
の
共
同
研

究
で
は
、
今
後
10
～
20
年
以
内
に
日

本
の
労
働
人
口
の
約
49
％
が
自
動
化

可
能
と
し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
代
替
さ
れ

に
く
い
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
、
全
く
新
し
い
組
み
合
わ

せ
を
考
え
生
み
出
す
創
造
性
は
、
今

後
さ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
。

地
域
で
も
こ
う
し
た
課
題
の
研
究
や

対
策
の
検
討
を
早
急
に
行
う
べ
き
で

あ
る
。

　

10
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
地

方
創
生
の
条
件
―
地
域
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
し
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
地
域
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
生
み
育
て
る
「
地
域
エ
コ
シ
ス

テ
ム
（
産
業
生
態
系
）」
の
構
築
の
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創
業
・
起
業
の
支
援
、
企
業
誘
致
に

よ
り
雇
用
を
生
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
が
、
中
部
地
域
で
は
創
業
・
起
業

の
支
援
機
関
が
多
い
も
の
の
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
の

が
課
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、

産
業
の
中
で
は
宿
泊
業
、
卸
小
売
り

と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性

が
低
く
、
こ
こ
へ
の
テ
コ
入
れ
が
必

要
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
有
限
責
任

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
の
早
稲
田
宏
氏

は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
成
長
プ
ロ

セ
ス
と
、
直
面
す
る
問
題
を
明
示
し
、

成
功
事
例
を
身
近
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
が
、
東
京
で
は
成
功
し
た

経
営
者
が
次
世
代
の
経
営
者
を
育
て

た
り
、
投
資
し
た
り
す
る
エ
コ
シ
ス

テ
ム
が
自
然
発
生
的
に
出
来
て
お
り
、

当
地
で
も
起
業
か
ら
成
長
の
ス
テ
ー

ジ
ご
と
に
シ
ー
ム
レ
ス
の
支
援
体
制

が
必
要
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。

　

ア
ビ
リ
テ
ィ
フ
ィ
ー
ル
ズ
の
松
本

侑
己
氏
は
、
こ
こ
数
年
、
主
婦
で
も

起
業
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
た
こ
と

を
評
価
し
て
い
る
が
、
成
長
す
る
ま

で
が
大
変
で
、
特
に
社
長
を
支
え
る

片
腕
が
い
な
い
こ
と
や
、
女
性
経
営

■特集／地域の分水嶺～リスクを超えて挑戦する

取
り
組
み
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
、
中
部
地
域
の
発
展
の
方
策
が
議

論
さ
れ
た
。

▽
職
住
接
近
で
新
価
値
創
造

　

基
調
講
演
で
は
、
国
か
ら
地
域
活

性
化
の
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
福
岡
地
域
戦
略
推
進
協
議
会
の

取
り
組
み
を
、
事
務
局
長
の
石
丸
修

平
氏
が
紹
介
し
た
。
現
在
、
世
界
で

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
る

の
は
１
０
０
０
万
人
都
市
で
は
な
く
、

50
～
３
０
０
万
人
の
都
市
圏
で
あ
る
。

職
住
が
近
接
し
、
自
然
が
豊
か
で
住

み
や
す
い
都
市
か
ら
新
し
い
価
値
が

生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
１

年
に
福
岡
都
市
圏
（
９
市
８
町
、

２
５
０
万
人
）
の
産
官
学
の
枠
組
み

で
あ
る
福
岡
地
域
戦
略
推
進
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
民
間
企
業
の
知
恵
や

リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
な
が
ら
同
地
域

を
進
化
さ
せ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
県
中
部
地
域
で
の
起
業
し
や
す

い
環
境
で
あ
る
地
域
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
整
備
と
実
態
に
つ
い
て
討
議
さ
れ

た
。
静
岡
銀
行
地
方
創
生
担
当
役
員

の
大
橋
弘
氏
が
、
地
方
創
生
で
は
、

者
は
飲
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ゴ
ル

フ
で
交
流
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
土

日
は
家
庭
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
、
女
性
特
有
の
悩
み
が

あ
る
、
と
述
べ
た
。

　

創
業
・
起
業
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
、
静
岡
県
で
も
か
な
り
充
実

さ
れ
て
き
た
が
、
起
業
か
ら
成
長
軌

道
に
乗
る
テ
イ
ク
・
オ
フ
（
離
陸
）

ま
で
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
へ
の
支
援
が

東
京
あ
た
り
と
比
べ
る
と
、
見
劣
り

し
、
起
業
家
育
成
の
た
め
の
エ
コ
シ

ス
テ
ム
が
十
分
形
成
さ
れ
て
い
な
い

と
の
指
摘
が
さ
れ
た
。
東
京
は
も
ち

ろ
ん
、
福
岡
や
浜
松
と
い
っ
た
歴
史

の
あ
る
産
業
集
積
地
で
は
、
発
展
の

経
緯
の
中
で
、
関
連
企
業
や
大
学
な

ど
の
研
究
機
関
、
専
門
家
な
ど
が
生

ま
れ
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ

て
い
る
が
、
中
部
地
域
で
も
そ
う
し

た
シ
ス
テ
ム
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
、
留
意
点
と
し
て
は
、
エ
コ

シ
ス
テ
ム
は
創
業
・
起
業
だ
け
で
な

く
、
既
存
の
中
小
企
業
の
新
分
野
へ

の
進
出
な
ど
に
よ
る
「
盛
業
化
支
援
」

の
要
素
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
小
企
業
の
盛
業
化
の
方
が
、
既
存

の
資
本
ス
ト
ッ
ク
や
人
材
、
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
低

コ
ス
ト
で
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し

た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
川
崎
モ
デ
ル

や
本
県
富
士
市
の
ｆ-

Ｂ
ｉ
ｚ
、
さ

ら
に
は
三
島
モ
デ
ル
な
ど
が
現
在
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
中
部
地
域
で

も
そ
う
し
た
試
み
が
行
わ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。（
本
稿
は
平
成
29
年
度
定
時

総
会
で
配
布
し
た
「
平
成
28
年
度
調

査
研
究
活
動
報
告
」
を
再
編
集
し
た

も
の
で
す
）。

◇

　

最
後
に
、
本
懇
話
会
の
設
立
か
ら

７
年
間
、
研
究
部
会
で
研
究
テ
ー
マ

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
・
実
施
に

携
わ
り
、
多
く
の
企
業
家
、
研
究
者
、

行
政
の
皆
さ
ん
と
知
り
合
い
、
中
部

地
域
経
営
会
議
の
設
置
な
ど
の
提
言
・

提
案
に
も
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
を
始
め
、
お
世
話

に
な
っ
た
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
懇
話
会
と
皆
様
の
今
後
、

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。


